
新型コロナ 経済・生活面の相談窓口

※平日開設。一部は週末も開設

仙台市

◆こころの相談窓口
・仙台市在住者
　・仙台市以外

◆差別や誹謗中傷被害
◆出産・妊婦生活の不安

０２２-７２４-１１２２

０２２-２１４-１００３

０２２-２１４-７３２９

◆日本政策金融公庫
◆商工中金
◆七十七銀行
◆仙台銀行

事業者向け 金融機関

０２２-２６５-２２２９
０２２９-２３-０３０２
０９０-１５５２-１４７７
０９０-１０６０-２２３２

※月、水、金曜午後１～７時

０１２０-１５４-５０５
０１２０-５４２-７１１
０１２０-６５１-０７７
０２２-２２５-８２８１

◆中小企業応援窓口

◆制度融資
◆保証料補給

◆地域産業応援金
◆特例貸し付けの問い合わせ先

０８０-９１９０-２５４６
０８０-７９９８-２２０６
０８０-４４７８-５０２５
０９０-６０７１-５７９５

※新規の申し込みは２０２2年6月末まで

０７０-１３９８-１６８１
０７０-３１０５-３４８５
０８０-９１９０-５４７６
０９０-６０８８-４５０７

新型コロナワクチンのコールセンター

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
Å
♯ ∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫∫

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
す
る
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
」
の
一
場
面
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⊃

村
外
出
身
者
ら
の
グ
ル
ー
プ
動
画
作
成

大
衡
村
の
企
業
に
勤
め
る
村
外
出
身
者
を
中
心
に
つ

く
る
グ
ル
ー
プ
が
村
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
動
画
を
作

り
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」
で
公
開
し

て
い
る
。
「
大
衡
を
誰
も
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
地
域
に
し

た
い
」
と
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
村
の
名
所
を
撮
影
。

情
報
発
信
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

動
画
は
１
本
２
、
３
分
前
後
で
、
村
内
の
万

葉
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク
や
牛
野
ダ
ム
、
大
衡
八

幡
神
社
な
ど
の
風
景
を
紹
介
し
て
い
る
。
「
Ｍ

Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
」
と
題
し
、
２

０
２
１
年
９
月
か
ら
１
、
２
カ
月
お
き
に
配
信

し
て
い
る
。

同
村
の
会
社
員
松
田
泰
知
さ
ん

を
中
心

に
、

年
夏
ご
ろ
撮
影
を
始
め
た
。
「
大
衡
は

自
然
が
豊
か
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流

れ
て
い
る
。
動
画
で
こ
そ
良
さ
が
伝
わ
る
」
と

松
田
さ
ん
は
言
う
。

松
田
さ
ん
は
名
取
市
出
身
。

年
に
村
内
の

企
業
に
入
社
し
、
結
婚
と
妻
の
出
産
を
機
に
「
伸

び
伸
び
暮
ら
せ
る
場
所
に
家
を
構
え
た
い
」
と

年
２
月
、
富
谷
市
か
ら
移
り
住
ん
だ
。

「
大
衡
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
移

住
後
、
村
の
歴
史
を
調
べ
た
り
、
村
内
の
店
を

訪
ね
歩
い
た
り
し
て
多
く
の
村
民
と
情
報
交
換

し
た
。
住
民
の
郷
土
愛
を
感
じ
「
多
く
の
人
に

大
衡
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
っ
た
」
（
松
田
さ
ん
）
と
い
う
。

「
他
の
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
を
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
、
仲
間
が
集
ま
っ
た
。

小
、
中
学
校
の
同
級
生
で
、
趣
味
で
動
画
配

信
を
手
が
け
る
自
営
業
菅
野
恭
平
さ
ん

が

動
画
の
編
集
を
サ
ポ
ー
ト
。
富
谷
市
主
催
の
「
富

谷
塾
」
で
知
り
合
い
、
趣
味
で
ド
ロ
ー
ン
を
操

縦
す
る
会
社
員
佐
藤
治
さ
ん

‖
富
谷
市
‖

が
撮
影
に
協
力
し
て
い
る
。

「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
」
の
名

を
冠
し
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
も
設
け
、
松
田
さ
ん
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

撮
っ
た
写
真
な
ど
を
紹
介
す
る
。

各
サ
イ
ト
を
基
盤
に
有
志
を
募
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
す
構
想
も
あ
る
。
松
田
さ
ん
は
「
も

っ
と
村
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、
行
政
と
企
業
、

地
域
の
活
動
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
た
い
」
と

語
る
。

ドローン活用 名所紹介

大
崎
市
松
山
の
農
業
岩
﨑
芳
邦
さ
ん

は
４
月

日
、
Ｊ
Ａ
古
川
管
内
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
コ
シ
ヒ
カ
リ
系
の
極

わ
せ
種
「
五
百
川
」
の
田
植
え
を
し
た
。

８
月

日
過
ぎ
に
約
４
８
０
㌔
の
収
穫

を
見
込
む
。

岩
﨑
さ
ん
は

㌃
の
水
田
に
約

㌢

に
成
長
し
た
苗
を
作
付
け
。
「
（
五
百

川
は
）
数
は
取
れ
な
い
が
、
食
味
の
い

い
コ
メ
に
育
て
た
い
」
と
話
し
た
。
３

月
下
旬
の
種
ま
き
以
降
、
苗
の
生
育
は

例
年
通
り
だ
と
い
う
。

五
百
川
は
一
般
品
種
よ
り
約
１
カ
月

生
育
が
早
い
。
新
米
を
い
ち
早
く
消

費
者
に
届
け
よ
う
と
、
県
内
で
は
約

年
前
か
ら
栽
培
が
始
ま
っ
た
。
Ｊ
Ａ
古

川
管
内
で
は
農
家
３
戸
が
１
・
６
㌶

の
作
付
け
を
予
定
す
る
。
他
の
品
種

の
田
植
え
は
５
月
上
旬
に
本
格
化
す

る
。

田植え機に乗り込み、水田を見渡す
岩崎さん

大崎極わせ種 五百川

豊
作
願
い
一
足
早
く
田
植
え

絵本で子ども笑顔に
フレスコ多賀城市に178冊寄贈

寄
贈
さ
れ
た
児
童
書
を
手
に
取
る
図

書
館
利
用
者

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

子
ど
も
の
成
長
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
宮
城
、
福
島
両

県
で
ス
ー
パ
ー
「
フ
レ
ス
コ
キ

ク
チ
」
を
展
開
す
る
フ
レ
ス
コ

（
相
馬
市
）
は
多
賀
城
市
に
児

童
書
１
７
８
冊
（
約

万
円
相

当
）
を
寄
贈
し
た
。

市
図
書
館
で
４
月

日
に
あ

っ
た
寄
贈
式
で
、
菊
地
盛
夫
社

長
が
「
子
育
て
と
地
域
社
会
の

繁
栄
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
深
谷
晃
祐
市

長
に
児
童
書
を
手
渡
し
た
。
深

谷
市
長
は
「
絵
本
に
は
子
ど
も

を
笑
顔
に
す
る
力
が
あ
る
。
優

し
い
気
持
ち
に
な
る
寄
付
で
あ

り
が
た
い
」
と
感
謝
し
た
。

児
童
書
は
市
図
書
館
に
置
か

れ
、
親
子
連
れ
ら
が
手
に
取
っ

て
い
た
。
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あいさつするトマーシク大使（左から２人目）

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
厳
し

い
状
況
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し

よ
う
と
、
隣
国
ス
ロ
バ
キ
ア
出
身
の
仙

台
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
第
１

バ
イ
オ
リ
ン
奏
者
ヘ
ン
リ
・
タ
タ
ル
さ

ん
ら
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
４
月

日
、
仙
台
市
宮
城
野
区
文

化
セ
ン
タ
ー
・
パ
ト
ナ
ホ
ー
ル
で
あ
っ

た
。妻

の
ピ
ア
ニ
ス
ト
木
下
順
子
さ
ん
、

や
は
り
ス
ロ
バ
キ
ア
出
身
の
チ
ェ
リ
ス

ト
、
ル
ド
ビ
ー
ト
・
カ
ン
タ
さ
ん
（
石

川
県
）
ら
が
出
演
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
歌

や
ス
ロ
バ
キ
ア
の
現
代
作
曲
家
ゼ
リ
エ

ン
カ
の
作
品
な
ど
を
演
奏
し
た
。

ス
ロ
バ
キ
ア
の
駐
日
大
使
マ
リ
ア
ー

ン
・
ト
マ
ー
シ
ク
さ
ん
も
窑
台
か
ら

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
日
本
の
皆

さ
ん
に
感
謝
す
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
場
の
募
金
箱
な
ど
に
は
計
１
６
４

万
２
９
０
９
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
を
通
じ
て
現
地
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
使
わ
れ
る
。

慈善コンサート
仙 台 で 開 催スロバキア出身奏者ら演奏

日本バーベキュー協会県

支部「伊達なＢＢＱ協会ザ

・ワイルダーズ」は、６月

日に仙台市で実施する

「ＢＢＱ初級インストラク

ター検定 宮城」の参加

者を募集している。新型コ

ロナウイルスの影響で３年

ぶりの開催。

焼き肉とバーベキューの

違いを学ぶ座学と、肉や野

菜のおいしい焼き方を知る

実技講習を経て筆記試験を

実施する。合格者は協会公

認の初級インストラクター

に登録される。

午前 時半から太白区の

ログウェイベス仙台。箸や

皿、筆記用具と保険証を持

参する。検定料１万1000円。

先着 人。ザ・ワイルダー

ズのサイト（

）から申し込む。

連絡先は代表の佐々木信也

さん090（5599）2069。

目
指
せ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
マ
ス
タ
ー
来
月
11
日
・
仙
台
で
検
定

参加者募集

▶
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
自
衛
隊
員
が
共
に
桜
を
植
樹
し
た

‖

日
午
前
８
時
半
す
ぎ
、
多
賀
城
駐
屯
地

駐屯地に桜を植樹
2012年３月22日

東日本大震災で救援活動や復旧作業
に当たった自衛隊に感謝の気持ちを伝
えようと、東京のボランティアらが
日、陸上自衛隊多賀城駐屯地（多賀城
市）に桜を植樹した。
被災地でのボランティア活動に取り
組むＮＰＯ法人「地域の芽生え21」（東
京）が主催し、愛知県や都内から約
人が夜行バスで訪れた。
地域の芽生え21の桑原有広さん
は「個を捨てて活動に尽くした自衛隊
に恩返しをしたかった。駐屯地の桜が
市民との絆の証しになれば」と話した。
桜は潮風に強いタイリョウザクラな
ど100本で、財団法人日本花の会が提
供した。自衛隊員約 人も参加し、ボ
ランティアと一緒に駐屯地南側の外周
に沿って苗木を植えた。４、５年後に
は花をつけるという。
国友昭第 普通科連隊長は「自衛官
は桜が大好き。花が咲いたら私も見に
来たい」と感謝した。 ‖随時掲載
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